
評価規準の作成
体 育

小学部３段階の「Ｂ 器械・器具を使っての運動」
を取り上げて



小学部３段階の「B 器械・器具を使っての運動」

 小学部【体育】 内容 中学部【保健体育】 内容 高等部【保健体育】 内容 

1 段階 

【Ｂ器械・器具を使っての遊び】 

2 段階 

【Ｂ器械・器具を使っての運動】 

３段階 

【Ｂ器械・器具を使っての運動】 

1 段階 

【Ｂ器械・器具を使っての運動】 

2段階 

【Ｂ器械・器具を使っての運動】 

1 段階 

【Ｂ器械・器具を使っての運動】 

2段階 

【Ｂ器械・器具を使っての運動】 

小学部 

1 段階 

【Ｂ器械・器具

を使っての遊

び】 

2 段階 

【Ｂ器械・器具

を使っての運

動】 

３段階 

【Ｂ器械・器具

を使っての運

動】 

中学部・高等部 

1 段階 

【Ｂ器械・器具

を使っての運

動】 

2 段階 

【Ｂ器械・器具

を使っての運

動】 

器械・器具を使っての遊びについ 
て、次の事項を身に付けることが 
できるよう指導する。 

器械・器具を使っての運動につい 
て、次の事項を身に付けることが 
できるよう指導する。 

器械・器具を使っての運動につい 
て、次の事項を身に付けることが 
できるよう指導する。 

器械運動について、次の事項を身 
に付けることができるよう指導す 
る。 

器械運動について、次の事項を身 
に付けることができるよう指導す
る。 

器械運動について、次の事項を身 
に付けることができるよう指導す
る。 

器械運動について、次の事項を身 
に付けることができるよう指導す
る。 

ア 教師と一緒に，器械・器具を使
って楽しく体を動かすこと。 

ア 教師の支援を受けながら，楽し
く器械・器具を使っての基本的
な運動をすること。 

ア 器械・器具を使っての基本的
な運動の楽しさを感じ，その行
い方を知り，基本的な動きを身
に付けること。 

ア 器械・器具を使った運動の楽し
さや喜びに触れ，その行い方が
分かり，基本的な動きや技を身
に付けること。 

ア 器械運動の楽しさや喜びを味
わい，その行い方を理解し，基
本的な技を身に付けること。 

 

ア 器械運動の楽しさや喜びを味
わい，その特性に応じた技能を
理解するとともに技を身に付け
ること。 

 

ア 器械運動の楽しさや喜びを深
く味わい，その特性に応じた技
能の理解を深めるとともに，目
的に応じた技を身に付け，演技
すること。 

イ 器械・器具を使って体を動かす
ことの楽しさや心地よさを表現
すること。 

イ 器械・器具を使っての基本的な
運動に慣れ，その楽しさや感じ
たことを表現すること。 

イ 器械・器具を使っての基本的な
運動の行い方を工夫するととも
に，考えたことや気付いたことな
どを他者に伝えること。 

イ 器械・器具を使った運動につい
ての自分の課題を見付け，その
解決のための活動を考えたり，
工夫したりしたことを他者に伝
えること。 

イ 器械運動についての自分やグ
ループの課題を見付け，その解
決のために友達と考えたり，工
夫したりしたことを他者に伝える
こと。 

イ 器械運動についての自他の課
題を発見し，その解決のための
方策を工夫したり，仲間と考え
たりしたことを他者に伝えるこ
と。 

 

イ 器械運動についての自他の課
題を発見し，よりよい解決のた
めに仲間と思考し判断したこと
を，目的や 

状況に応じて他者に伝えること。 

ウ 簡単な合図や指示に従って，
器械・器具を使っての遊びをし
ようとすること 

ウ 簡単なきまりを守り，友達とと
もに安全に楽しく，器械・器具を
使っての基本的な運動をしよう
とすること。 

ウ きまりを守り，自分から友達と
仲よく楽しく器械・器具を使って
の基本的な運動をしたり，場や
器械・器具の安全に気を付けた
りしようとすること。 

ウ 器械・器具を使った運動に進ん
で取り組み，きまりを守り，友達
と協力したり，場や器械・器具の
安全に留意したりし，最後まで
楽しく運動をすること。 

ウ 器械運動に積極的に取り組
み，きまりを守り，友達と助け合
ったり，場や器械・器具の安全に
留意したりし，自己の力を発揮
して運動をすること。 

ウ 器械運動の多様な経験を通し
て，きまりやルール，マナーなど
を守り，仲間と協力したり，場や
器械・器具の安全を確保したり
し，自主的に運動をすること。 

 

ウ 器械運動の多様な経験を通し
て，きまりやルール，マナーなど
を守り，自己の役割を果たし仲
間と協力したり，場や器械・器具
の安全を確保したりし，見通しを
もって自主的に運動をすること。 

 

知的障がいのある児童生徒の各教科等の目標・内容一覧表「体育／保健体育」より



小学部３段階の「Ｂ 器械・器具を使っての運動」

特別支援学校学習指導要領解説 各教科等編ｐ５９８、６００より



評価規準の作成手順

１ 「評価の観点及びその趣旨」 （★参照）の確認

※ 各教科等の目標を踏まえて作成されている

２ 「段階別の評価の観点の趣旨」（☆参照）の確認

※ 段階の目標を踏まえて作成されている

３ 「内容のまとまりごとの評価規準」の作成
① 各教科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関

係を確認する

② 【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評
価規準」を作成する
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体育の目標

知
識
及
び
技
能

遊びや基本的な運動の行い方及
び身近な生活における健康につ
いて知るとともに，基本的な動き
や健康な生活に必要な事柄を身
に付けるようにする。

思
考
力
・判
断

力
・表
現
力
等

遊びや基本的な運動及び健康に
ついての自分の課題に気付き，
その解決に向けて自ら考え行動
し，他者に伝える力を養う。

学
び
に
向
か
う
力
・

人
間
性
等

遊びや基本的な運動に親しむこと
や健康の保持増進と体力の向上
を目指し，楽しく明るい生活を営
む態度を養う。

評価の観点及びその趣旨

知
識
・技
能

遊びや基本的な運動の行い方につい
て知っているとともに，基本的な動き
を身に付けている。また，身近な生活
における健康について知っているとと
もに，健康な生活に必要な事柄を身
に付けている。

思
考
・判
断
・表
現

遊びや基本的な運動についての自分
の課題に気付き，その解決に向けて
自ら考え，行動しているとともに，それ
らを他者に伝えている。また，健康に
ついての自分の課題に気付き，その
解決に向けて自ら考えているとともに，
それらを他者に伝えている。

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

遊びや基本的な運動に楽しく取り組も
うとしている。また，健康に必要な事
柄に取り組もうとしている。
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評価規準の作成手順 １
～評価の観点及びその趣旨の確認～



３段階の目標

知
識
及
び
技
能

基本的な運動の楽しさを感じ，そ
の行い方を知り，基本的な動きを
身に付けるとともに，健康や身体
の変化について知り，健康な生活
ができるようにする。

思
考
力
・判
断

力
・表
現
力
等

基本的な運動の楽しみ方や健康
な生活の仕方について工夫する
とともに，考えたことや気付いたこ
となどを他者に伝える力を養う。

学
び
に
向
か
う
力
・

人
間
性
等

きまりを守り，自分から友達と仲よ
く楽しく運動をしたり，場や用具の
安全に気を付けたりしようとすると
ともに，自分から健康に必要な事
柄をしようとする態度を養う。

評価の観点及びその趣旨

知
識
・技
能

・基本的な運動の楽しさを感じ，その行
い方を知り，基本的な動きを身に付けて
いる。
・健康や身体の変化について知り，健康
な生活をしている。

思
考
・判
断
・

表
現

・基本的な運動の楽しみ方について工
夫しているとともに，考えたことや気付
いたことなどを他者に伝えている。
・健康な生活の仕方について工夫して
いるとともに，考えたことや気付いたこと
などを他者に伝えている。

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

・きまりを守り，自分から友達と仲よく楽
しく運動をしようとしたり，場や用具の安
全に気を付けたりしている。
・きまりを守り、自分から健康に必要な
事柄をしようとしている。
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評価規準の作成手順 ２
～「段階別の評価の観点の趣旨」の確認～



評価規準の作成手順 ３
～「内容のまとまりごとの評価規準」の作成～

① 「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係の確認

Ｂ 器械・器具を使った運動
器械・器具を使っての運動について、次の事項を身に付けることができるよう指

導する。

ア 器械・器具を使っての基本的な運動の楽しさを感じ，その行い方を知り，
基本的な動きを身に付けること。

イ 器械・器具を使っての基本的な運動の行い方を工夫するとともに，考えた
ことや気付いたことなどを他者に伝えること。

ウ きまりを守り，自分から友達と仲よく楽しく器械・器具を使っての基本的な
運動をしたり，場や器械・器具の安全に気を付けたりしようとすること。

（特別支援学校小学部・中学部学習指導要領 P125）

（下線）…知識及び技能に関する内容
（長波線）…思考力，判断力，表現力等に関する内容
（太線）…学びに向う力,人間性等に関する内容 7



評価規準の作成手順 ３
～「内容のまとまりごとの評価規準」の作成～

② 【観点ごとのポイント】を踏まえ，
「内容のまとまりごとの評価規準」を作成

【観点ごとのポイント】

「知識・技能」のポイント
● 「知識」については，学習指導要領の内容の「ア 器械・器具を使っての
基本的な運動の楽しさを感じ，その行い方を知り，基本的な動きを身に付
けること。」の「その行い方を知り」と示している部分が該当し，評価規準は，
「～の行い方を知っている。」として作成することができる。

●「技能」については，「基本的な動きを身に付ける」と示している部分が該
当し，評価規準は，「～の基本的な動きを身に付けている。」として作成す
ることができる。
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評価規準の作成手順 ３
～「内容のまとまりごとの評価規準」の作成～

② 【観点ごとのポイント】を踏まえ，
「内容のまとまりごとの評価規準」を作成

【観点ごとのポイント】

「思考・判断・表現」のポイント

● 「思考・判断」については，学習指導要領の内容の「イ 器械・器具を使って
の基本的な運動の行い方を工夫するとともに，考えたことや気付いたこと

などを他者に伝えること。」の「器械・器具を使っての基本的な運動の行い
方を工夫する」と示している部分が該当し，評価規準は，「器械・器具を
使っての基本的な運動の行い方を工夫している。」として作成することがで

きる。

●「表現」については，「考えたことや気付いたことなどを他者に伝える」と示

している部分が該当し，評価規準は，「考えたことや気付いたことなどを他
者に伝えている」として作成することができる。
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評価規準の作成手順 ３
～「内容のまとまりごとの評価規準」の作成～

② 【観点ごとのポイント】を踏まえ，
「内容のまとまりごとの評価規準」を作成

【観点ごとのポイント】

「主体的に学習に取り組む態度」のポイント

● 「主体的に学習に取り組む態度」については，学習指導要領の内容の

「ウ きまりを守り，自分から友達と仲よく楽しく器械・器具を使っての基本的

な運動をしたり，場や器械・器具の安全に気を付けたりしようとすること。」

のすべてが該当し，評価規準は，「きまりを守り，自分から友達と仲よく楽し

く器械・器具を使っての基本的な運動をしようとしたり，場や器械・器具の安

全に気を付けたりしている。」として作成することができる。

10



内 容

知
識
及
び

技
能

ア器械・器具を使っての基本的
な運動の楽しさを感じ，その行い
方を知り，基本的な動きを身に付
けること。

思
考
力
・判
断

力
・表
現
力
等

イ 器械・器具を使っての基本
的な運動の行い方を工夫する
とともに，考えたことや気付い
たことなどを他者に伝えること。

学
び
に
向
か
う

力
・人
間
性
等

ウ きまりを守り，自分から友達と
仲よく楽しく器械・器具を使って
の基本的な運動をしたり，場や
器械・器具の安全に気を付けた
りすること。

内容のまとまりごとの評価規準
知
識
・技
能

器械・器具を使っての基本的な運動の楽
しさを感じ，その行い方を知り，基本的な
動きを身に付けている。

思
考
・判
断
・

表
現

器械・器具を使っての基本的な運動の
行い方を工夫しているとともに，考えたこ
とや気付いたことなどを他者に伝えてい
る。

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

きまりを守り，自分から友達と仲よく楽
しく器械・器具を使っての基本的な運動
をしようとしたり，場や器械・器具の安全
に気を付けたりしている。
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【内容のまとまりごとの評価規準（例）】

評価規準の作成手順 ３
～「内容のまとまりごとの評価規準」の作成～

② 【観点ごとのポイント】を踏まえ，
「内容のまとまりごとの評価規準」を作成


